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１． ２０２７年国際園芸博覧会 概要
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２０２７年国際園芸博覧会 開催概要

博覧会種別 ： A1(最上位)クラス(AIPH承認＋BIE認定)

正式略称 ： GREEN×EXPO 2027

開催期間 ： 2027年3月19日(金) ～ 9月26日(日)

開催場所 ： 神奈川県横浜市・旧上瀬谷通信施設

参加者数 ： 1,500万人(有料来場者数：1,000万人以上)

出展国数 ： 70の国・国際機関

経済波及効果 ： 7,310億円 （生産誘発効果）

開催主体 ： 公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会

（会長：十倉 雅和（一般社団法人日本経済団体連合会 会長））

1都3県では初の万博
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２０２７年国際園芸博覧会 テーマ

幸せを創る明⽇の⾵景
Scenery of the Future for Happiness

⾃然を活⽤した解決策 ＝ Nature-based Solutions
⾃然・⼈・社会が、共に持続するための最適解
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開催場所（旧上瀬⾕通信施設）の位置

旧上瀬谷通信施設
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博覧会会場 計画地

博覧会会場区域
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会場計画コンセプト

２０２７年国際園芸博覧会 会場計画コンセプト

Nature-based Design
地形を尊重し、自然の力を生かす 交流空間の創造
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会場マップ

メインゲート

テーマ館

政府出展

屋内出展施設

大催事場

園芸文化館

Kids 
Village

SATOYAMA 
Village

Farm & Food 
Village

日本ゾーン

中催事場

市民の森

Craft 
Village

国際出展ゾーン

シンボルゾーン

Urban GX 
Village

国際出展ゾーン 日本ゾーンシンボルゾーン

世界各国や国際的な

花き園芸・造園企業

による出展。世界の

園芸文化、食農文化

の多様性に出会う国

際色豊かなゾーンで

す。

GREEN×EXPO20

27のテーマを発信す

るテーマ館のほか、花

き品種、ガーデンデザ

インなどの多彩なコン

ペティションが展開さ

れる屋内出展施設を

設けます。

日本政府による庭園

及び屋内出展のほか、

主催者による園芸文

化展示、自治体等に

よる出展が集結。日

本の園芸文化の奥行

きに触れることがで

きます。

GREEN×EXPO 2027の骨格となる３つのゾーンを設けます。

３つのゾーン

GREEN×EXPO 2027独自の取り組みとなるテーマ共創事業として

GXを実現する５つの「Village」を設けます。主催者と参加者がテーマ

を共有しながら、「幸せを創る明日の風景」の創出に取り組みます。

５つのVillage

Urban GX Village

Kids Village SATOYAMA Village

Farm & Food Village

Craft Village
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会場までの公共交通機関によるアクセス

２０２７年国際園芸博覧会 来場者輸送基本計画より



２． （仮称）アクセシビリティ・ガイドライン
検討会について

9



10

■ 検討会の概要
○趣旨

本博覧会では、2023年1⽉に策定した基本計画において、国・地域、⽂化、⼈種、性
別、世代、障がいの有無等にかかわらず、本博覧会を訪れる全ての⼈々が安全・快適に
過ごすことができるよう配慮した計画・整備を⾏うものとしております。

本基本計画に基づき、当事者や学識経験者等の皆様の参画のもと、当協会はじめ出展
者等すべての参加者の整備、運営に関するガイドライン策定検討会を⽴ち上げます。
○名称

（仮称）２０２７年国際園芸博覧会 アクセシビリティ・ガイドライン検討会
○検討事項

施設整備、交通輸送、運営（サービス）それぞれの⽬指すべき⽔準及びその内容
※委員構成（案）とスケジュール（案）は次項以降

（仮称）アクセシビリティ・ガイドライン検討会について
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○委員構成（案）
「移動等円滑化評価会議関東分科会」の委員を中⼼に、その他に学識者１名、開催都市
（神奈川県・横浜市）の当事者団体から数名の委員を想定しています。

また、関係事業者、⾏政機関へオブザーバー参加依頼を検討しています。

（仮称）アクセシビリティ・ガイドライン検討会について

職名 ⽒名
【学識者】

中央⼤学 研究開発機構 教授 秋⼭ 哲男
宇都宮⼤学 地域デザイン科学部 教授 ⼤森 宣暁
中央⼤学 研究開発機構 准教授 丹⽻ 菜⽣

【当事者団体等】
関東ろう連盟
公益財団法⼈ ⽇本知的障害者福祉協会
神奈川県⼿をつなぐ育成会
公益社団法⼈ ⽇本発達障害連盟
公益財団法⼈ 全国⽼⼈クラブ連合会
公益社団法⼈ ⽇本精神保健福祉⼠協会
⼀般社団法⼈ 全⽇本視覚障害者協議会
社会福祉法⼈ ⽇本⾝体障害者団体連合会
特定⾮営利活動法⼈ ⾃⽴⽣活センター・⼩平
公益財団法⼈ ⽇本財団 パラスポーツサポートセンター
認定ＮＰＯ法⼈ ＤＰＩ⽇本会議
開催都市枠（数名）



アクセシビリティ・ガイドライン
検討会
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第３回
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ワーキング
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（仮称）アクセシビリティ・ガイドライン検討会について

○スケジュール（案）
2025年３⽉のガイドライン発出を⽬途に、検討会を３回、テーマ別ワーキングの

開催を予定しています。



誰もが叶えたいと願う

「幸せを創る明日の風景」を

皆さんと一緒に。

GREEN×EXPO 2027 
公式マスコットキャラクター
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